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1. 卒論スタイルファイル（2004年Ver. 1.05）
1.1 本スタイルファイルの使用

　本スタイルファイルの使い方を簡単に解説します。
1.1.1 使用方法

　Wordのスタイルのみを利用すればよいため、このファイルをコピーして、本文を全部削除して利用してください。

　スタイルファイルの使用方法については、Wordの詳しいマニュアルを読めばよいのですが…簡単に説明すると、次のようにします。

(1) 書式のスタイルを選択し、右に書式の一覧を表示しておく

(2) 今書きたい項目に該当する書式を右の書式の中から選ぶ
(3) 字を入力すれば、指定の書式になって表示されます
　以上が手順なのですが、このスタイルを自由に使いこなすことは、非常に高いSKILLが必要になります。身近にWordをよく理解している人がいるのならば、相談するのが早いです。
1.1.2 使い方のコツと具体例
　かなり癖の強いスタイルファイルですので、使うにはかなり制約もあります。（改良に力と時間を貸してください）。そこで、基本的な論文執筆の流れにあわせて説明していきます。
(1) 書式「見出し１」を選択し、「序論」と入力します。

(2) １章の中で節に分けるときには、その場所で「見出し２」を選択してください。このようにすれば、自動的に章・説の番号が振られます。（後で節を追加しても番号は自動的に振りなおしてくれます）

(3) 本文を書いていくときには、「標準、本文書式」を選択して入力していきます。

(4) 次に図を入れたいときには、ファイルから挿入した後、その図を選択して「図表本体」の書式を選択します。こうすることで、自動的に中央に配置します。

(5) 図のキャプションをつけるときには、「挿入」から「参照」の「図表番号」で「図」を選択します。これも番号が「図：X」というように自動的に付加されます。（後で図を追加しても、自動的に番号が振りなおされます）
そのあと、スタイルを揃えるため、その行にカーソルがある状態で、右のスタイルから「図表の番号」選択します。こうすると、中央よせになります。
(6) 表についても図と同様です。ただし、書式では「図表本体」「表キャプション」を使ってください。こうしないと、図表が続けて番号付けされてしまいます。

(7) 箇条書きをするときには、「箇条書き1」を選択します。さらに入り子の箇条書きをする際には、[TAB]キーを押すことで、入れ子の箇条書きを書くことができます。改行を連続２回入力すると箇条書き入力から抜け出します。（途中で違う書式を選択しても抜け出します）。
(8) ２回目以降に箇条書きをするときには注意が必要です。現在箇条書きははじめからすべて連番を振るように設定してあります。そのため、２回目以降の場所で箇条書きした場合に途中の番号から始まるということがおきます。このときには、まずそのまま箇条書き項目を書き上げ、新たに１番にしたい行にカーソルを合わせて右クリックすると「番号を振りなおす」というメニューが選択できます。これを選択するとそこを基点に新たにⅠから番号を振りなおします。

(9) 参考文献を入力するときには、まず書式「番号なしの見出し」を選択して、「参考文献」と入力します。つぎに、書式「参考文献」を選択して、１行にひとつずつ参考文献を入力していきます。こうすると自動的に番号を振ってくれます。

(10) 謝辞などを書く場合にも、書式「番号なしの見出し」を利用します。

(11) 本文の中で図表や参考文献や「○章」などを引用する場合は、このようにスタイルを使って書いているのであれば、自分で番号を記入しません。（自分で番号を書いてしまうと、挿入・削除するたびに自分で番号を付け直さなくてはならないため、誤植の原因になります）このときには、「挿入」の「参照」の「相互参照」を選び、出てきた小Windowの操作だけで引用を記述します。このようにすれば、番号の変更があったときには文章すべてを選択して、右クリックして「フィールドの更新」とすると自動的に更新されます。
(12) 改ページを挿入する場合のレイアウト変更は、かならず一度「表示」の「下書きレイアウト」で場所を決定して改行を挿入します。もし、ページの先頭に「見出し」の書式があるときは、このようにしないと適切な箇所に改ページを挿入するのが困難です。

(13) 目次を入れたいときには、このようなスタイルに従っていれば、自分で書く必要は一切ありません。目次を自動生成することができます。それには、「挿入」の「参照」の「索引と目次」を選択し、目次を挿入します。ただし章立てに変更が起きたときには、目次の部分で右クリックして「フィールドの更新」をしなければ更新してくれません。
1.1.3 使用にあたって

　本スタイルファイルはOffice-XPの仕様にあわせて作成しています。それ以前のOfficeでは一部書式について利用できません。
　なにぶん「自分の使いやすさ」に合わせて作っていますので、ご意見などありましたら西村（nisimura@ic.kanagawa-it.ac.jp）まで連絡ください。すぐに対応できるものであれば、数分で対応します。（時間を要する場合は、しばしの余裕をご容赦下さい）
配布先：　http://www.ttm.ic.kanagawa-it.ac.jp/~nisimura/Lecture/lecture.html
